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 会長 福田 和子  
 皆様こんにちは、
新年度のお忙しいと
ころ、ご出席ありが
とうございます。 
 嬉しいニュースが
あります。髙橋秀樹
年度（2017-18 年度）
の米山記念奨学生で
あった、シャキャ・
スラクシャさんが、

４/12、3020ｇの元気な男の子を出産しました。
母子ともに健康で「レオン・マン・シャキャ」
と名付けられたそうです。おめでとうございま
す。 
 このところ物価が上がる懸念材料が多くあり
ます。特に気になるのは、生活の基本となる食
料の原材料 小麦が値上げされるとの情報です。 
 ５月は“麦秋”、畑は黄金色に輝き、収穫の季
節です。私も子どもの頃のその景色が記憶にあ
ります。刈り取られた畑には、沢山のスズメが
群がっていました。 
 その風景はミレーの「落穂拾い」と重なりま
す。皆様も一度は目にしたことがあると思いま
す。ちなみに、ミレーのコレクションは山梨県
立美術館にもあります。以前、見学したことが
あります。 
 「落穂拾い」は、貧しい３人の農婦が収穫後
の畑にかがみこみ、残った麦の穂を拾い集めて
いる絵です。与えられた生活をただ生きること
の清らかさを表現したものです。農場主は収穫
する際、日々の糧に困る人のため刈りつくさず
穂を残しておく、そんな暗黙のルールがあった
そうです。「空腹を満たすパンの材料を集めて、
少しでも生活の足しになるように」という配慮

ですね。 
 世界の主な小麦生産国は、“欧州のパンかご”
と言われるウクライナです。この悲惨な戦争
が、小麦の生産に暗い影を落として、じわじわ
と食糧危機が迫っています。こんな愚かな戦争
のため、誰も飢えさせてはならないです。畑に
落穂を残した先人のごとく、私たちにも“慈悲
の心”が必要です。 
 本日は、心の教育もされている、４代目 佐藤
栄学園 理事長の 田中 淳子 様に貴重な卓話を
いただきます。多くの卒業生を世に送り出して
いる学園として、教育と子どもたちの夢の実現
をどうされているのか興味がありますので、ぜ
ひともお聞きかせいただきたいと思います。よ
ろしくお願いいたします。 
 これにて会長挨拶とさせていただきます。  

 
 
 

  【本日のリーダー】 
 
   島野 良紀 会員 
 
 
 
 
■学校法人佐藤栄学園 理事長 田中 淳子 様 
■学校法人佐藤栄学園 教諭 菅野 琢也 様 
■2022 学年度 米山記念奨学生  
 グェンティガンさん 
         

 
 
 
 
 

会 長 挨 拶 

ロータリーの目的・四つのテスト 

お客様紹介・米山記念奨学生紹介 

（ご紹介： 副会長 藤嶋 剛史） 
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幹事 押野 一郎 
①地区 職業奉仕委員会よりポ
スターが届きましたので、ボッ
クス投函しました。内容は「１社
名の採用を」です。事業所に掲示
いただけると幸いです。 
②４/25（月）は、地区役員派遣
報告例会です。９名の皆様、全員
に報告をしていただきます。１
年を振り返り、来年への橋渡し
となるようにと考えておりま
す。 
 
 
 
■青少年奉仕部門 部門委員長 
  横溝 一樹 
当 RC 支援のインターアクトクラ
ブとしても活動している、埼玉栄
高校吹奏楽部の定期演奏会が行
われます。 
日 時：2022 年５/29（日） 
１．昼の部 開場 12：30 開演 13：00 
２．夜の部 開場 17：00 開演 17：30 
場 所：ウエスタ川越 大ホール 
    川越市新宿町 1-17-17 
（例年とは違う会場となります、ご注意を） 
・JR 川越線、東武東上線「川越駅」西口 
 徒歩約５分 
・西武新宿線「本川越線」徒歩約 15 分 
参加ご希望のかたは、事務局あて５/９（月）ま
でにご連絡くださいますようお願いいたします。 

■地区米山記念奨学部門  
 委員長  藤嶋 剛史 
テーブル配布した「ハイライ
トよねやま」に、ウクライナの
学友の活動が掲載されていま
す。ボランティアとして、小さ
な子どもが日常の生活を取り
戻せるよう
に懸命に活

動しています。 
■会長エレクト  小沢 孝    
2022-23 年度 地区研修協議会
が、４/15（金）に行われまし
た。久しぶりに会場で対面で
の開催となり、盛大に行われ
ました。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 卓話者 

 学校法人 佐藤栄学園  
 理事長 田中 淳子 様 
   
      
 
 
 
 
 
《 学園・学校の成り立ち 》 
昭和 34 年（63 年前）自動車大学校（自動車整備
技術学校）』を設立（全国で２番目）  
昭和 47 年（50 年前）埼玉栄高校 
昭和 53 年（44 年前）栄東高校 
昭和 57 年（40 年前）花咲徳栄高校 
平成４年 （30 年前）栄東中学校 
平成８年 （26 年前）平成国際大学 
平成 12 年（22 年前）栄北高校と埼玉栄中学校 
平成 15 年（19 年前）さとえ学園小学校を設立 
 
昭和 53 年（44 年前）『栄東高校』を設立 
どん底からのスタート 
「埼玉は、芋は育つが私学は育たない」 
→ 私立の進学校など不可能と言われ、なかなか
生徒が集まらなかった。 
１期生昭和 55 年（42 年前）の進学状況（卒業生
25 名）→ 明治１名、法政１名 
・顧客にダイレクトに響くよう“ネーミング”を
変えた「栄東」「東大クラス」 
奇想天外を狙う → 親に響く ＝ “顧客満足” 
結果至上主義 
“走りながら、考えながら”すぐやる、今やる 
 ・文系 → 理系 ・カリキュラムを変える 
組織全体を変える → どこにもないこと、『どこ
もやっていないことを先駆けてやる』  
発想の転換 

 
《 アクティブ・ラーニングの実践について 》 
中学・高校の授業は座学だけでは十分とは言え
ず、生徒が主体的に学ぶアクティブ・ラーニング
の取り組みを一層強化する教育体制の構築が重
要です。 
栄東では、生徒の主体性・多様性・協働性を培う
ことができるよう、さまざまなアクティブ・ラー
ニングを実践しています。 
 
 

委員長報告、派遣役員報告 
 

卓  話 幹 事 報 告 



 

 ①教科領域 AL 
 ②探究・総合学習 AL 
 ③キャリア AL 
④部活動 AL 
 

 
 
 
４/16（土）パレスホテル大宮にて、第 2770 地区 
2022 学年度ロータリー米山記念奨学生の入学式
が行われました。 
グェンティガンさんは、2022 学年度 米山記念奨
学生となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

米山記念奨学生 入学式 

第 2770 地区  
米山学友会 会長 
金 正録さんの挨拶 
 

■事業予告 
５月 16 日（月）第 2732 例会 
卓話では、元 シェイプ UP ガー
ルズの中島 史恵 様をお迎えいた
します。 
 

 ３/31（木）、米山記念奨学生グェン
ティガンさんの“日商簿記検定試
験”２級合格のお祝いを、財団支援
部門委員会で開催しました。 

 先日卓話をいただいた白坂亜紀さ
ん経営の銀座の和食店で、御礼を兼
ねての食事会となりました。 

 

閉会の点鐘 

関根 正也 出席委員長 
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